
声 明

中国電力によるスラップ訴訟の勝利的和解について

2016年 8り電30日
上関原発阻止被告団・弁護団

本 日,山 口地裁において,中国電力によるスラップ訴訟 (1同喝訴訟)の和解が成立し,2009
年 12月 に提訴されて以来6年8か月に及ぶ訴訟が終了しました。成立した和解は中国電力が

被告ら4人に対する損害賠償請求権を全額放棄し,将来,埋立が再開された場合にも、被告

らの表現行為を尊重するというもので,勝訴判決に匹敵する勝利的和解でした。

中国電力は,上関原発に反対して抗議行動に立ち上がった祝島島民を含む市民4人を被

告にしてこの訴訟を提起し,4792万0320円 という多額の賠償金の支払いを求めました。中
国電力は、この訴訟でわたしたちの抗議行動を工事に対する妨害行為であると主張しており

ました。それに対して,わたしたちは,抗議行動は暮らしや生命を守るために行つた表現の自

由に基づく正当な行為であって,この訴訟は上関原発反対の声を押し殺すことが目的のスラ

ップ訴訟であると訴えて裁判を闘いました。

裁判を通じて,中 国電力は、4人の具体的な行動がどのように工事を妨害したのか立証でき

ませんでした。また被告らに請求した約4800万円もの「損害」が実際に発生していたのかどう
かの根拠を示すこともできませんでした。この訴訟が、まさに反対運動を押さえつけるために提

訴されたものに過ぎないことが明らかになり,さらに,裁判を重ねるごとに傍聴希望者や支援者

が増える状況の中で,中国電力が賠償金の請求を放棄するという前提で和角弔条件が検討され

てきました。
こうしたスラップ訴訟の特質とこれまでの裁判の経過を踏まえ,わたしたちは次の3つの目標

を掲げて和解協議を闘いました。

1賠償金の支払い請求を全額放棄させる。
2裁判対応の負担を早期に終わらせる。
3上関原発反対運動における正当な表現行為を守る。

この3つの目標に照らして,本 国の和解は次のような内容になっています。

第1の賠償金については,中 国電力に損害賠償請求権を全額放棄させました。

第2の裁判対応の負担については,判決だとどういう結論になろうと高裁,最高裁と裁判が続

きます。しかし、和角子の場合,裁判は終了しますので,これ以上の裁判対応は不要です。

第3の今後の上関原発反対運動については,中 国電力はわたしたちが「一切の表現行動に

ついて…。何らの制約を受けないことを相互に確認する。」と認めざるをえませんでした。逆に,

わたしたち反対運動の側は、法律を守つて行動するという法治国家における当然のことを確認

しただけで,反対運動は何らの制約を受けませんでした。
わたしたちがこの和解を勝訴判決に匹敵する勝利的和解だと評価するのは,こうした理由か

らです。

一方、上関原発建設に向け,中 国電力は山口県知事に対し,埋立期限の延長を申請してい

ましたが,先 日,山 口県知事は,上関原発が建設可能になるかどうか不透明であるにもかかわ

らず,不当にも中国電力の申請を認め,埋立期限を延長しました。

福島原発事故の悲惨な歴史的経験にもかかわらず,国は相変わらず原発政策を推進しよう
としています。停止中の原発再稼働ばかりか,上関原発の新設についても国は計画の中止を

明言していません。そうした中で,山 口県知事が,今回,埋立期限延長を認めたことに対して,
わたしたちは最大限の抗議をします。原発の危険性は3.11の原発事故で現実のものとなっ
たのであり,原発の新設を前提とした埋立を許す余地はありません。
わたしたちは本国の勝利的和解の成果を踏まえ,上関原発計画を正式に中止させ,国の原
発推進政策を転換させるまで闘い続けます。また、同じようなスラップ訴訟が起こされないよう

に尽力します。

みなさま方の,これまでと変わらぬご支援,ご協力を心からお願いいたします。 以上



中国電力によるスラップ訴訟 経過
<平 成 2■ 年 >

12月 15日  原告中電が損害賠償訴訟を提起 〔岩国支部〕 ■原告訴状

<半 成 22年 >

2月 25日  第 1回 口頭弁論 ☆被告ら答弁書擬制陳述

5月 13日   第 2回 口頭弁論 ☆被告ら第 1準備書面+求釈明陳述

⇒荻昔清″ヒさん意見疎塑ヽ //ヽ次弁護団長意見陳述

6月 24日  進行協議 (1)

7月 22日  第 3回口頭弁論 十進行協議 (2)

⇒な ん意見顔をk〃κι /t意見顔オ

9月 9日    第 4回 口頭弁論、⇒被告橋本 さん意見顔を

11月 11日  第 5回 口頭弁論、+進行協議 (3)   ⇒被告岡田さん意見顔芝

12月 9日  進行協議期日 (4)■原告準備書面 1

<平 成 23年 >

3月 10日   進行協議期日 (5)☆被告ら第 2準備書面 (釈明)

4月 28日  弁論準備手続期日 ■原告準備書面 2

12月 20日 第 6回 口頭弁論 〔山日本庁へ移送後第 1回〕☆被告ら第 3準備書面

⇒凌告清″セル 鍔 視 癒 //ヽグ弁護団長意見癒

<平 成 24年 >

4月 11日   第 7回 口頭弁論 ■原告準備書面 3  ⇒荻苦原さん意見顔オ

7月 18日   第 8回 口頭弁論 ☆求釈明申立書■原告準備書面 4

⇒被告橋本 さん意見癖

10月 17日 第 9回 口頭弁論+進行協議

☆被告ら第 4準備書面 (求釈明)■原告準備書面 5

⇒被告岡田さん意見″

<平 成 25年 >

1月 16日   進行協議期 日

3月 13日   第 10回 口頭弁論 ■原告準備書面 6  ⇒被告原 さん意見陳述

¨
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5月 15日   第 11回 口頭弁論 ☆被告ら第 5準備書面 ⇒被告清水さん意見陳述

7月 17日   第 12回 口頭弁論 ■原告準備書面 7

10月 1日  第 13回 口頭弁論 ☆被告ら第 6準備書面

12月 10日  第 14回 口頭弁論十進行協議 (山本善彦裁判長和解打診)■原告準備書面

8

<半 成 26年 >

2月 4日   進行協議期日

3月 25日   進行協議 (山 口県の延長判断まち)

※ 山口県知事は5月 に延長許可判断の先延ばし

7月 23日  進行協議 (裁判長交代 。桑原直子裁判長 )

10月 22日  第 15回 口頭弁論+進行協議 意見陳述

■原告準備書面 9、 ☆被告ら第 7準備書面

<半 成 27年 >

1月 27日  第 16回 口頭弁論 小沢弁護団長、清水さん及び岡田さん意見陳述

6月 10日   第 17回 口頭弁論 証人尋問 清水さん、原さん/ ■原告準備書面 10

7月 1日    第 18回 口頭弁論 証人尋問 橋本さん、岡田さん

7月 31日  進行協議期日

9月 18日  進行協議期日

11月 4日  進行協議期日 裁判所 10月 和解案の検討

<半 成 28年 >

1月 13日   進行協議期日

3月 25日   進行講義期日 裁判所 3月 和解案の検討

5月 31日  進行協議期日

7月 25日  進行協議期日 裁判所 6月 和解案の検討、おおむね合意

※ 8月 3日 山口県知事 延長許可

8月 30日  和解予定
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和馨内蓉辟骨子
2016.8.30被 告ら弁護団

司 項

名 宛 人 ;被告 4名

対  象 ;「平成 20年 10月 22日 許可の公有水面埋立免許」の施工区域
条  件 ;中国電力が適法に工事を再開したとき
禁止行為 1;①本件施工区域の陸域に立ち入ること (町道除く)

②海上交通三法に違反し、関係船舶 (中国電力、工事受注者とその

下請人)の航行を妨害すること
禁止行為2;第三者に対し上記行為を積極的に促し、扇動すること

2項
名 宛 人 ;被告岡田さんのみ。工事再開後は、岡田さんも下記の行為をしない。

禁止行為 ;13号仮処分 (島民の会と清水、橋本、原ら39名 が対象)の禁止行為
⇒ 別紙の海域へ漁船等を進入・係留すること、
同水面において工事船舶や施設へ接近 口接触・侵入すること

等、中国電力による同海域の使用を妨害する一切の行為

(※ちなみに、島民の会らは、違反すると一日500万 円の間接強制 )

3=頁
上記 1項の禁上に違反 したら、違反行為 した被告は、連帯 して一日 100万 円

4項

原告中国電力は、被告らに対する損害賠償請求債権を、いずれも放棄する。

5=買
被告らが、 1項、 2項の不作為義務や、原告又はその関係者の権利または法律上

保護された利益を侵害 しない限り、

被告らは自己の一切の表現行動について原告またはその関係者との関係において

一切の制約を受けない。

6=頁
本件に関 して、本和解条項に定める以外に債権 口債務はない。

7項

訴訟費用は各自の負担。
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2016年 8月 30日

山口県知事 村岡嗣政 殿
上関原発阻止被告団

清 水
橋 本
原

岡 田
同弁護団 弁護団長

弁護士 小 沢

上関原発計画予定地の公有水面埋立免許延長許可の

秀 造

即時撤回を求める申し入れ

私たち 4名 は、 2009年 11月 、他の多くの市民とともに中国電力株式会
社による上関原発計画予定地埋立に反対する抗議行動をしたところ、翌 12月
に同社から突如 として約 4800万 円の損害賠償請求訴訟を提起され、被告と
されました。

中国電力株式会社のこの訴訟は、市民の正当な表現の自由を押 し殺すための

スラップ訴訟 (StrategiC Lawsuit Against Public Pa■ icipttion)で あり、私たちは

6年 8か月にわたって、合計 33回も裁判所に出頭 し、私たちのみならず国民
の表現の自由を守るため、多くの労力を費や して闘ってきました。

その結果、本 日、山口地方裁判所において、中国電力による損害賠償請求の

全額を放棄させる勝利的和解を勝ち取 りました。

私たちは、これからも、上関原発建設計画を正式に中止 させるまで、私たち

の表現の自由を行使 し、あらゆる場面で市民としての抗議運動を続けます。

その第一歩として、貴職が本年 8月 3日 に行つた中国電力株式会社に対する

公有水面埋立免許の延長許可を撤回し、不許可とすることを求めます。

そもそも今回の延長許可には何 ら正当理由がなく、県民の安全。安心を守 り、

上関の貴重な自然を守ることこそが知事の職責のはずだからです。

以上の次第で、本 国の私たちの勝利的和解の報告集会にご参集いただいた多

くの市民の皆様方 とともに、私たちは、上記のとお り、貴職に対 し申し入れを

いたします。

保

男

司

樹

敏

久

康

和

-1-

以 上


